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はじめに
　悪性リンパ腫は，造血器腫瘍の中では最も多い疾
患である．国立がん研究センターがん情報サービス
による最新の報告では，2019年に悪性リンパ腫に罹
患された患者は年間約 3 万 6 千人で，最近は，高齢
化の影響もあり悪性リンパ腫の罹患数は増加傾向と
なっている（図 1 ）．従来の治療は，殺細胞薬を組
み合わせる多剤併用療法が主体であったが，近年で
は，分子標的薬，免疫細胞療法など新規治療薬の開
発が進み，臨床の場でも導入されるようになってい
る．本稿では，免疫チェックポイント阻害薬，
CAR-T療法，二重特異性抗体などリンパ腫におけ
る新しい免疫細胞療法について概説する．

免疫チェックポイント阻害薬
　Ｔ細胞による免疫反応はさまざまなシグナルによ
り状況に応じた調節を受けている．その中でも腫瘍
細胞や免疫細胞に高発現している PD-1 や PD-L1，
CTLA-4 などに作用して抗腫瘍効果を発揮する免疫
チェックポイント阻害薬が，現在，種々のがん腫に

対して使用されている．
　悪性リンパ腫においても，いろいろな組織型に
対して免疫チェックポイント阻害薬の臨床応用が
検討されているが，現在，本邦においては，再発・
難 治 性 ホ ジ キ ン リ ン パ 腫 に 対 し て nivolumab，
pembrolizumab の 2 種類のPD-1阻害薬が承認され，
再発・難治性の原発縦隔大細胞型Ｂ細胞リンパ腫に
対しては pembrolizumab が承認されている．
　ホジキンリンパ腫は多彩な反応性細胞を背景に少
数の腫瘍細胞である Hodgkin/Reed-Sternberg 細胞

（H/RS 細胞）により構成される像を特徴とするリ
ンパ腫である．H/RS 細胞やマクロファージには 

PD-L1 が，その周囲に存在する腫瘍浸潤Ｔ細胞には 

PD-1 が高発現していることが知られている 1 ）．
PD-1 阻害薬はこれらの細胞間に介在する PD-1 シグ
ナルを阻害することによって抗腫瘍効果を発揮する
と考えられている 2 ）（図 2 ）．未治療進行期ホジキ
ンリンパ腫に対する治療開発も行われており，今後，
PD-1 阻害薬の位置付けがさらに変わる可能性もあ
る．
　また，海外においては，節外性NK/T細胞リンパ
腫においても PD-1 阻害薬の良好な治療成績が報告
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